
施工マニュアル vol.3.3
1805080017EKH

〈ビッグテーブル〉
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このマニュアルは、ビッグテーブルのレイアウ
ト条件や施工要領について記載しています。

記載している条件や手順を守って、設計・施工

を正しく行ってください。

守らないと、施工時や使用中に製品が転倒する

など、事故の原因になります。

※文中・図中の単位のない数値は、すべてミリ

メートル（mm）で表示しています。

〈使用工具〉

・⊕ドライバー：No.2・No.3

・L型六角レンチ：4mm・5mm・6mm

・スパナ：13mm
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1.取扱説明書について
ユーザーに対する、この製品の取扱上の注意事
項を記載した取扱説明書を、エンド脚の梱包の
中に1部ずつ入れています。取扱説明書には、製
品の正しい使いかたと、取り扱いを誤った場合
に、人や物に危害や損害をおよぼしたり、製品の
故障や損傷を起こしたりすることを、未然に防
止するための注意事項、およびお手入れの方法
など、大切な内容を記載しています。

この内容をユーザーが読んで理解し、製品を安
全に末永く使っていただくために、必ずユー
ザーの手元に取扱説明書が届くようにしてくだ
さい。

※物件の内容や施工の状況によって納入条件が
　異なりますが、いずれの場合でも取扱説明書が
　なくなるようなこと（梱包材と一緒に処分して
　しまうなど）がないよう留意してください。

取扱説明書

お客様相談室
1607080021BKH

このたびは DAYS OFFICE 製品をお買い上
げいただき、まことにありがとうございます。
ご使用前に、よくお読みの上、正しくお使
いください。お読みになったあとは、お使
いになる方がいつでも見られるところに必
ず保管してください。

※�諸般の事情により、予告なく仕様が変わることがあります。
あらかじめご了承ください。

〈保証内容のご確認とお願い〉
●この取扱説明書（本書とする）は、記載内容（無
料修理規定）に基づいて、無料修理を行うこと
をお約束するものです。本書によってお客様の
法律上の権利を制限するものではありません。
保証期間経過後の有償修理などについてご不明
の場合は、お買い上げの販売店またはお客様相
談室までご相談ください。

●無料修理を受けられる場合は、本書と「ご購入
明細書」の両方が必要になります。
お買い上げ日と販売店を、「ご購入明細書」にて
ご確認いただき、本書とともに大切に保管してく
ださい。
※「ご購入明細書」とは、製品の納品時にお客様
にお渡しする「納品書兼出荷案内書」・「販売
店が発行する納品書（製品明細の記載がある
もの）」のことです。
　

〈保証期間について〉
●保証期間は、一般社団法人日本オフィス家具協
会(JOIFA)のガイドラインに準拠し、電気部品を
除いて、お買い上げの日から下記の年限とさせ
ていただきます。

※使用頻度としましては、週40時間（週5日とし
て1日8時間）の労働時間を想定しています。

●電気部品に関しましては、下記の年限とさせて
いただきます。

〈無料修理規定〉
1.保証期間中に、取扱説明書・本体貼付ラベルな
どの注意書にしたがった正常な使用状態で当社
の責任と認められる不具合・故障が発生した場
合は、無料修理をさせていただきます。
その際、張り地などの部材交換が必要な場合に本
製品と同等の機能部材を使用する場合があります。
また、弊社の判断により製品全体を交換させていた
だくことがありますので、あらかじめご了承ください。
2.お買い上げ日から保証期間中に故障が発生した
場合は、お買い上げの販売店、またはお客様相
談室へご相談ください。

3.保証期間が過ぎた後や保証が適用されない故障に
つきましては、有料で修理させていただきます。

4.保証期間内でも以下の場合は有料となりますの
でご了承願います。
（イ）本書、およびご購入明細書のご提示が無い

場合
（ロ）ご購入明細書にお買い上げ年月日・お客様名・

販売店名の記入がない場合、または字句が書
き換えられた場合

（ハ）消耗部品（弊社指定部品） の交換
（ニ）第三者から転売・譲渡を受けた場合
（ホ）火災・水害・塩害・ガス害や地震などの天災地

変による故障または破損 
（ヘ）故意・過失に関係なく、使用上の誤りによる

故障または破損
（ト）加工・改造、不当な修理による故障または破損
（チ）屋外・温浴施設・プールなどで使用された場

合の故障または破損
（リ）使用上の消耗により発生する異音などの現象

変質またはさび・かびの発生
（ヌ）外観の傷・へこみ・変形や再現のできない不良
（ル）一般的に品質や機能上、影響のない感応的

現象（におい、音鳴りや振動など）
5.ご転居の場合は､事前にお買い上げの販売店、
またはお客様相談室までご相談ください。

6.本書およびご購入明細書は日本国内においての
み有効です。

7.本書およびご購入明細書は、再発行致しません
ので大切に保管してください。

■保証について

1年 塗装および樹脂部品の変色・退色、
レザー・クロスの摩耗。

外観・表面
仕上げ

2年 引き出し・スライド機構・扉の開閉・
錠前・昇降機構などの故障。

機構部・
可動部

3年 強度・構造体にかかわる破損。構造体

1年　電気部品 照明器具、スイッチ、ACアダプタ、
コンセント、モーターなど。

ご購入明細書に記入されている、
お客様の個人情報は保証期間内
の修理・交換活動にのみ使用し、
それ以外の目的に利用したり、第
三者に提供することは一切ござ
いません。

お客様の
個人情報の
利用について

もくじ
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2.設置プラン
ビッグテーブルは、下記の2つのプランに基づき設置できます。

100坪プラン

40坪プラン

1.設置レイアウトについて

7320

2400

1200・900

2400 2400

4320

2100

1200・900

2100

60

60 60

60

2.ユニットの構成について
この製品は、ビッグテーブルとやぐらで構成され
ます。
この施工マニュアルでは、基本となる直線部の組
み立てかたを説明します。

やぐら

ビッグテーブル



4

3.部材構成

1.全体構成

ビッグテーブル＋やぐら 完成図

横ビーム

連結金具

連結金具

コンセントビーム

エンドキャップ

支柱

天板

テーブル脚

幕板

本体
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3.部材構成−2.

2.梱包ごとの部品の種類と数
ビッグテーブル

本体
品 名 ・ 梱 包 品 番 部　品　の　種　類 個　数

W1500用 W1800用 W2100用 W2400用

本体
XYB-BTG○○（72・10）

本体 1 1 1 1
寸切りボルトM8×140 4 4 4 4
平座金 M8用 8 8 8 8
バネ座金 M8用 8 8 8 8
ナット M8 8 8 8 8
六角穴付キャップボルト
M6×50 6 8 8 8

平座金 M6用（天板取り付け用） 6 8 8 8

※○○にはワイドサイズ15、18、21、24が入ります。

天板

品 名 ・ 梱 包 品 番 部　品　の　種　類
個　数

D900（穴あり/なし） D1200（穴あり/なし）
XYT-BTGE（B・F）◯◯9 XYT-BTGE（B・F）◯◯12

天板
XYT-BTGE（B・F）◯◯□□

天板 1 1
寸切りボルトM8×140 4 4
平座金 M8用 8 8
バネ座金 M8用 8 8
ナット M8 8 8
天板連結金具（DSK-008）500㎜ － 2
天板連結金具（DSK-009）375㎜ 2 －

※○○にはワイドサイズ15、18、21、24が入ります。

脚

品 名 ・ 梱 包 品 番 部　品　の　種　類

個　数
D900 H1000

（穴あり/なし）
D1200 H1000

（穴あり/なし）
D1200 H720

（穴あり/なし）
XYP-BTG（B・F）

910
XYP-BTG（B・F）

1210
XYP-BTG（B・F）

1272

テーブル脚
XYP-BTG（B・F）□□□□

脚 1 1 1
六角穴付キャップボルト
Ｍ8×80 8 8 8

平座金 M8用 8 8 8
バネ座金 M8用 8 8 8
天板連結金具（DSK-008）500㎜ － 1 1
天板連結金具（DSK-009）375㎜ 1 － －
取扱説明書 1 1 1
シムセット 1 1 1

コンセントビーム

品 名 ・ 梱 包 品 番 部　品　の　種　類 個　数
W1500 W1800/W2100/W2400

コンセントビーム
XYW-BT□□

本体 2 2
六角穴付ボタンボルトＭ6×20 6 8
平座金 M6用 6 8
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3.部材構成−2.

やぐら

●支柱
　XYL-BTSVS○○L
　XYL-BTSVS○○
　XYL-BTSV○○
（○○には高さサイズ13、16が入ります。）

部　品　の　種　類 個　　数
支柱本体 1
六角穴付ボタンボルト M6×20 4
平座金 M6用 4
十字穴付ナベボルト M6×20 4
ACアダプター（13L、16Lのみ） 1
やぐら支柱取付金具 1
六角穴付P3キャップボルト M6×20 4

●横ビーム
　XY-BTSH○○○（L）
（両エンドは除く）

部　品　の　種　類 個　　数
横ビーム本体 1
連結金具 2
十字穴付サラボルト M4×22 8
LED光源（LED付きのみ） 1
クリップ（LED付きのみ） 1

●横ビーム・45㎜エンドユニット
　XYD-BTSHE45

部　品　の　種　類 個　　数
エンドユニット本体 1
連結金具 2
十字穴付サラボルト M4×22 8
カラー 2
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3.部材構成−3.

3.オプションの部材構成
ペンダント照明

フック

XY-BBTERP7209□

XY-BBTDR8543N□

部　品　の　種　類 個　　数
ペンダントシェード 1
ランプ（E17） 1

部　品　の　種　類 個　　数
フック 1
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レイアウト図面に基づいて、エンド部から、テーブル脚または中間部の図に示す基準線に墨出しを行っ
てください。

●テーブル脚の基準線
　※�寸法は、部材の端から
の数値です。

1.墨出しの基準線について

4.墨出し

基準線

450（600）

W

450（600）

基準線

本体W 60

450
（600）

450
（600）
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100坪プラン

4.墨出し−2.

2.各レイアウトについて

40坪プラン

7320

2400 2400 2400

1
2

0
0

・
9

0
0

1
2

0
0

・
9

0
0

2100 2100

4320

3.電源の準備について
以下の内容を確認して、ビッグテーブルのコン
セントと支柱（スイッチ付き）の電源プラグを1
次側電源に接続してください。
フロア電源立ち上げ位置は、レイアウト図面に
記載しています。4個口×2系統のコンセントを
床から900㎜立ち上げてください。

警告
接続する電源は、交流100V/15Aの電源を使用
してください。
ショートや火災、感電の原因になります。

60 60

60 60
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5.ビッグテーブルの組み立てかた

注意
◦製品の組み立ては、記載している手順・方法通りに行ってください。
　誤った手順・方法で組み立てると、けが・破損のおそれがあります。
◦製品の組み立ては、必ず2人以上で行ってください。
　転倒や部品の落下によるけが・破損のおそれがあります。

〈組立時のご注意〉
◦�このビッグテーブルは、柔らかい素材を使用しているため、非常に傷が付きやすいので注意してくだ
さい。また、組み立ての際は、適切な養生を行うことはもちろん、細心の注意を払ってください。

◦�電動工具でボルトを締め付けるとき、締めすぎないように注意してください。本締めは、必ず手締め
で行ってください。

1.直線部の組み立て
1.本体から幕板を取り外してください。

六角穴付ボタンボルト
M6×20

幕板

❶

本体
❶

❶

❶

❶

❶

〈使用工具〉
L型六角レンチ
（対辺4mm）
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5.ビッグテーブルの組み立てかた−1.

3.�やぐら支柱取付金具を、ボルトで仮締めして
ください。

〈使用工具〉
L型六角レンチ
（対辺4mm）

〈使用工具〉
L型六角レンチ
（対辺5mm）

2.�テーブル脚を本体にボルトで仮締めしてくだ
さい。

本体

本体

❷

❷

平座金M8用
バネM8用

六角穴付キャップボルト
M8×80

テーブル脚

❸

やぐら支柱
取付金具

❸
❸

六角穴付P3
キャップボルト
M6×20

テーブル脚

❸
❸

❷
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5.ビッグテーブルの組み立てかた−1.

4.天板連結金具を、図のようにテーブル脚に差
し込んでください。

5.天板連結金具を天板に差し込んでください

※天板連結金具が入りにくい場合は、当て木を
し、ハンマーで叩いて差し込んでください。

テーブル脚

❹

❹

天板連結金具

テーブル脚

天板

❺天板の溝に天板連
結金具を差し込む

※天板連結金具が入りにく
い時は、あて木をしてハン
マーで叩いて差し込んでく
ださい。

天板とテーブル脚の
そろいについて

正面

天板

❻そろえる

テーブル脚

❺

天板連結金具



13

6.天板とテーブル脚のそろいを確認し
てください。

※そろわない場合は、天板、テーブ
ル脚それぞれの天板連結金具を
差し込んでいる溝にシムカード
を差し込み、高さを調整してく
ださい。

5.ビッグテーブルの組み立てかた−1.

7.�天板と本体をボルトで仮締めしてください。

8.�やぐら支柱取付金具と天板をボルトで仮締め
してください。

〈使用工具〉
L型六角レンチ
（対辺5mm）六角穴付キャップボルト

M6×50

❼
❼

❼
❼

❼ ❼

❼❼

天板

平座金M6用

やぐら支柱取付金具

六角穴付P3
キャップボルト
M6×20

❽

❽

シムカードの使いかた

①低い部分の溝にシムカードを差し込む。
※このとき、必ず天板連結金具の上側に差

し込んでください。
②天板連結金具を溝に差し込む。

③シムカードの溝からはみ出した部分を、
カッターで切り取ってください。

④溝を天板連結金具に差し込んでください。

天板

シムカード

①上側に差し込む

溝

天板連結金具

③切り取る
差し込む

④

カウンター脚溝②差し込む
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9.天板とテーブル脚のそろいを確認して、�
天板のエンド部とテーブル脚を連結して�
ボルトで仮締めしてください。

六角穴付キャップ
ボルト M8×80

平座金 M8用

バネ座金 M8用

❾

5.ビッグテーブルの組み立てかた−1.

テーブル脚

〈使用工具〉
L型六角レンチ
（対辺6mm）
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2.テーブルの連結

5.ビッグテーブルの組み立てかた−2.

2.エンド部と直線部をボルトで仮締めしてくだ
さい。

1.直線部本体から幕板を取り外してください。

寸切りボルト M8×140
平座金 M8用

バネ座金 M8用
ナット M8

六角穴付ボタンボルト
M6×20

幕板

❶

直線部本体
❶

❶

❶

❶

❶

〈使用工具〉
L型六角レンチ
（対辺4mm）

〈使用工具〉
スパナ
（対辺13mm）

平座金 M8用

バネ座金 M8用

ナット M8

エンド部本体

ナット M8

バネ座金 M8用
平座金 M8用

寸切りボルト
M8×140

※寸切りボルトの長さを
均等にしてください。

直線部本体エンド部本体

平座金 M8用
バネ座金
M8用

ナット
M8

寸切りボルト
M8×140
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5.ビッグテーブルの組み立てかた−2.

3.やぐら支柱取付金具を、ボルトで仮締めして
ください。

〈ご注意〉
やぐらの支柱を取り付ける際、支柱穴かくしカ
バーが枠に入らなくなるおそれがありますの
で、本締めは支柱取り付け後に行ってくださ
い。（27ページ「4」参照）

直線部本体

4.天板連結金具を、図のようにエンド部本体の�
天板に差し込んでください。

エンド部本体
天板

天板連結金具

〈使用工具〉
L型六角レンチ
（対辺5mm）

❹

❹

❸
❸六角穴付P3キャップ

ボルトM6×20 やぐら支柱
取付金具
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5.ビッグテーブルの組み立てかた−2

5.�図のように「４」で取り付けた天板連結金具
を直線部天板に差し込んでください。

※天板連結金具が入りにくいときは、当て木を
し、ハンマーで叩いて差し込んでください。

天板連結金具

エンド部天板

直線部天板

❺天板の溝に天板連
結金具を差し込む

※天板連結金具が入りにく
い時は、あて木をしてハン
マーで叩いて差し込んでく
ださい。

6.エンド部天板と直線部天板のそろいを確認し
てください。

※そろわない場合は、エンド部天板、直線部天
板それぞれの天板連結金具を差し込んでい
る溝にシムカードを差し込み、高さを調整
してください。（13ページ「6」参照）

天板どうしのそろいに
ついて

❻そろえる正面

エンド部天板 直線部天板

❺
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5.ビッグテーブルの組み立てかた−2.

7.�直線部の天板と本体をボルトで仮締めしてくだ
さい。

8.�やぐら支柱取付金具と直線部天板をボルトで
仮締めしてください。

六角穴付キャップボルト
M6×50

平座金M6用

〈使用工具〉
L型六角レンチ
（対辺5mm）

❼

❼

❼

❼

❼

❼
❼

❼

やぐら支柱取付金具

六角穴付P3キャップ
ボルトM6×20
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5.ビッグテーブルの組み立てかた−2.

10.�「4.」〜「9」と同じ要領で、反対側のエンド部
を取り付けてください。

11.仮締めしたすべてのボルトを本締めしてく
ださい。（やぐら支柱取付金具を除く）

このとき、必ず天板から本締めしてください。

12.すべての配線が終了したら、10ページ「1」、15
ページ「1」と逆の手順で、�すべての幕板を取
り付けてください。

9.エンド部天板と直線部天板のそろいを確認
して、エンド部天板と直線部天板を連結して�
ボルトで仮締めしてください。

ナット M8

バネ座金 M8用

平座金 M8用

寸切りボルト
M8×140

❾

エンド部天板

直線部天板

〈使用工具〉
L型六角レンチ
（対辺6mm）
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3.アジャスター調節
アジャスターで水平レベルを調節してください。

5.ビッグテーブルの組み立てかた−3.

テーブル脚直線部直線部
天板

アジャスター
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4.コンセントビームの取り付け
コンセントビームを、天板裏面にボルトで取り付けてください。

5.ビッグテーブルの組み立てかた−4.

コンセントビーム

平座金 M6用

六角穴付ボタンボルト
M6×20

〈使用工具〉
L型六角レンチ
（対辺4mm）

平座金 M6用

六角穴付ボタンボルト
M6×20

❷

❷

❷

❷

〈使用工具〉
L型六角レンチ
（対辺4mm）

コンセントビーム

コンセント
※ W1800以上はコンセン

トが2個装着されます。
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6.やぐらの組み立てかた

0.やぐらの組み立ての流れについて

1�横ビームと支柱の準備�
→23ページ参照

5�幕板の取り付け�
→31ページ参照

4�電源との配線�
→30ページ参照

3�横ビームの取り付け�
→28ページ参照

2�支柱の取り付け�
→26ページ参照

やぐらの組立は以下の流れで行います。必ず以下の手順で組み立ててください。
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1.横ビームと支柱の準備
1.�組立前に、以下の内容で横ビームと支柱からの配線方向を確認してください。

●100坪プランの場合

●40坪プランの場合

6.やぐらの組み立てかた−1.

支柱

スイッチ

横ビームからの配線方向
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6.やぐらの組み立てかた−1.

※以下の説明図は、40坪プランの場合です。

2.�LED付きタイプのみ
横ビームの溝にLED連結コードを差し込んで
ください。LED連結コード凸側ジャックはク
リップではさみ、横ビームに貼り付けてくだ
さい。
　※�このとき支柱のスイッチがある側に、LED
連結コード凹側ジャックがくるようにして
ください。

LED連結コード

横ビーム

差し込む

LED連結コード

凹ジャック

横ビーム

支柱のスイッチ
がある側

溝

横ビーム

LED連結コード

凸ジャック

クリップ

貼り付ける
LED連結
コード凸ジャック

クリップ
押さえてはさむ

溝
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3.�横ビームと支柱を、天板上に並べてください。

　※�このとき天板上に、梱包材などを敷いてく
ださい。

LED用DCコード
（LED付きの場合のみ）

支柱

横ビーム

※天板上に、梱包材などを敷く

ACアダプタ

配線ダクトの
電源プラグ

LED連結コード
（横ビーム[LED付き]のみ）

6.やぐらの組み立てかた−1.
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6.やぐらの組み立てかた−2.

支柱

注意
支柱を差し込むとき、コード類の上にのせた
り、はさみ込んだりしないでください。
破損や断線により、感電やショート・火災の
原因になります。

2.支柱の取り付け
1.�横ビームと支柱（スイッチ付き）のコード類
を、支柱穴に通してください。

2.�支柱を天板の穴に差し込んでください。

❷

❶ コード類を 
通す

支柱穴かくし
カバー

LED連結コード
（LED付きの場合のみ）

スイッチ

支柱
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6.やぐらの組み立てかた−2.

3.�支柱をボルトで固定してください。

4.�やぐら支柱取付金具と本体を本締めしてください。

中間部

平座金

六角穴付
ボタンボルト※

M6×20

エンド部

平座金 M6用

スイッチ

六角穴付
ボタンボルト※

M6×20

〈使用工具〉
L型六角レンチ
（対辺4mm） ※余った六角穴付ボタンボルト（4本）は使用しません。

支柱

支柱

テーブル脚

やぐら支柱
取付金具

やぐら支柱
取付金具

❸固定する

固定する❸

❹本締め
❹本締め

❹ ❹



28

6.やぐらの組み立てかた−3.

3.横ビームの取り付け
1.�横ビームを、支柱またはコーナーユニットに
ボルトで仮締めください。

❶図のようにエンドキャップを横ビームに取り
付けてください。

❷図のように配線しながら、横ビームを、支柱ま
たはコーナーユニットにボルトで仮締めくだ
さい。

●エンド部の場合

〈使用工具〉
⊕ドライバー
（NO.3）

十字穴付ナベボルト（座金付）
M6×20
※ ボルトが4個同梱されていますが、

2個は使用しません。

配線ダクト連結コード
※ LED用DCコードと配線

ダクト連結コードを横
ビームの穴に通してくだ
さい。

※ LED連結コードと配線ダクトコード
を、図のようにそれぞれ接続してく
ださい。

※ 図のようにバンドを横ビームの穴に通
し、LED連結コードと配線ダクトコード
を結束してください。
このとき、結束したコードが横ビームか
らはみ出さないようにご注意ください。

LED用DCコード
（LED付きの場合のみ）

LED用DCコード
（LED付きの場合のみ）

LED連結コード
（横ビーム［LED付き］のみ）

配線ダクト
連結コード配線ダクトコード LED連結コード

（横ビーム［LED付き］のみ） 配線
ダクトコード

バンド

バンド用の使用穴
※図は上から見ています。

横ビーム

十字穴付サラボルト
M4×22連結金具

横ビーム

エンドキャップ

カラー

十字穴付ナベボルト（座金付）
M6×20

カラー

横ビーム
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6.やぐらの組み立てかた−3.4.

2.�仮締めしたボルトを本締めしてください。

横ビーム

支柱からのコード類

支柱

●中間部の場合
十字穴付ナベボルト（座金付）
M6×20

〈使用工具〉
⊕ドライバー
（NO.2）
（NO.3）

十字穴付サラボルト
M4×22
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6.やぐらの組み立てかた−5.

4.電源との配線
図のように配線を行ってください。

ACアダプタ

やぐらの配線は、天板前側コンセントと天板後側コ
ンセントからのコードを床面からの電源コンセント
に、支柱内部からのコード類を主電源コード、ACア
ダプタにそれぞれ接続してください。

支柱内からの
配線ダクト連結コード

主電源コード

支柱内からの電源コード

床面からの電源

天板前側コンセントビーム
からのコード

天板後側コンセントビーム
からのコード

支柱内からの
LED連結コード
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6.やぐらの組み立てかた−5.

5.幕板の取り付け
すべての配線が終了したら、10ページ「1」、15
ページ「1」と逆の手順で、�幕板を取り付けてく
ださい。

※このとき、幕板の凸部を本体のフレームに
引っ掛けてからボルトで固定してください。

〈使用工具〉
L型六角レンチ
（対辺4mm）

六角穴付ボタンボルト
M6×20

凸部

❶引っ掛ける

❶

❶

幕板
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7.オプション類の取り付け

1.ペンダント照明の取り付け
1.ペンダント照明のシェードに電球を取り付け
てください。

2.フックの取り付け
フックを配線ダクトに差し込み、時計まわりに
90°回転させ取り付けてください。

2.ペンダント照明のソケットを配線ダクトに差
し込み、カチッと音がするまで時計まわりに
90°回転させ取り付けてください。
※ソケットを配線ダクトに差し込めないとき
は、ソケットを180°回転させて差し込んでく
ださい。

ペンダント照明
電球

ねじ込む

ペンダント照明

配線ダクト

やぐらビーム

ソケット
90°回転させる

配線ダクト
やぐらビーム

フック

90°回転させる
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8.組立後の確認
組み立てが完了しましたら、以下の状態になっ
ているか確認し、なっていない場合はそれぞれ
の処置をしてください。

1.レベル調節
テーブル全体のレベルが合っていることを確認
してください。
図のようにテーブルが傾いていると、安定が悪く
なって転倒しやすくなり、事故の原因になります。

2.アジャスターの浮き
アジャスターが浮いている（接地していない）箇
所がないことを確認してください。
浮いているアジャスターがあると、パネルの安
定が悪くなって転倒しやすくなり、事故などの
原因になります。

〈処置のしかた〉
アジャスターを調節して接地させます。

4.取扱説明書（2ページ参照）

目立つ場所へ置いてください。

〈取扱説明書がないときは〉
万一、取扱説明書を紛失した場合や梱包内に
入っていない場合は、お買い上げの販売店へ連
絡してください。

3.汚れ・傷・破損
製品に汚れや傷･破損がないか確認してください。

〈処置のしかた〉
万一、著しく汚れたもの、傷や破損を発見した場
合は、お買い上げの販売店へ連絡してください。

アジャスター

テーブル脚
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9.組み替え・移動について

1.組み替え・移動時のご注意
 ● 設定位置の変更などで、製品を移動させるときは、必ずオプション類を外し、パネルや天板の連結を外
してそ　れぞれ単体にして行ってください。（「2.連結を外す手順」参照）

 ● 組み替えや移動時に連結を外す場合、必ず「2.連結を外す手順」の手順を守ってください。違う手順で�����
行うと、作業中に製品が転倒・落下などし、事故の原因になります。

 ● パネルなどすべて部材は、持ち上げて移動してください。引きずって移動させると、床を傷付けるだ�
けでなく、アジャスターなど製品の破損の原因になります。

2.連結を外す手順
レイアウト例のように、パネルは端から順に外してください。

※各部品の取り外しかたは、それぞれの組み立てページを参照して、逆手順で行ってください。

※不用になる部品は、後日の組み替え時に備えて大切に保存してください。


